
比較的調査しやすい財産です。

１．遺産分割の事例紹介
今月号では、遺産分割の事例紹介②として「代償分割

の活用」について説明します。
なお、事例は、本ニュースレターで説明するために設

定したものです。

２．具体的事例
①被相続人：母（令和５年４月２０日死亡）。
②相続人：長男・長女の２名。
③遺産：自宅不動産と預貯金（３００万円）のみ。

３．遺産分割についての相続人の考え
〇相続人間で共通する部分

自宅不動産は亡母と同居し現在もそこで生活して
いる長男が取得し、預貯金は長女が取得すること。

〇相続人間で相違する部分
長男は、遺産は自宅不動産と預貯金しかないので、

これで満足してもらいたい。しかし、長女は、取得
分（預貯金３００万円）では法定相続分に足らず、
これでは遺産分割協議書に印鑑は押せない。

４．問題の所在
遺産の大部分が不動産の場合、それを取得する相続人

は自分の法定相続分を超える遺産を取得できる一方、他
の相続人は、自分の法定相続分に満たない遺産しか取得
できず、不公平が生じます。

しかも、その不公平を解消しようにも、不動産は預貯
金と異なり簡単に細分化（分筆）できず、細分化（分
筆）すると資産価値が減少する場合もあるため、相続人
間の公平を図ることが困難です。

５．遺産の分割方法
遺産の分割方法には、次の３つがあります（詳細は

「2022年8月の第32号」をご参照ください）。

（１）現物分割
不動産・動産・株といった現物をそのまま相続人が取

得する方法です。
（２）代償分割

現物を特定の相続人が取得し、現物を取得した相続人
が他の相続人に金銭等を支払う方法です。
（３）換価分割

遺産を売却処分して、そこで得た売却代金を相続人間
で分配する方法です。

６．事例への当てはめ
今回、現物分割では長女に不満が残ります。一方、換

価分割を採用し自宅不動産を売却するとなると、そこで
生活している長男の今後の生活に影響が生じます。

そこで、代償分割を採用し、長男が自分の預貯金から
いくらかを長女に支払うことで遺産である預貯金と合わ
せて長女の法定相続分を満たせられれば、円満に遺産分
割ができる可能性があります。

７．まとめ
遺産を金銭で評価すれば、自分が取得できる金銭的価

値を算出できます。しかし、現実の遺産は、預貯金のよ
うに細かく分けられない財産もあります。その場合、代
償分割を用いることで、柔軟な遺産分割が実現できます。
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コロナの流行から早３年。３月１３日にマスク着用が
個人の判断となり、５月８日からは感染症法上の位置付
けが５類に引き下げられる予定で、ようやく出口が見え
てきた気がしますね。

ところで、皆さん、「脱マスク」はどうですか？
私は、現在も今まで通りのマスク生活をしていますが、

これから暑くなってきますので、そろそろかなぁ？なん
て思っています。

ただ一方、まだ多くの方がマスクを着用していますの
で、結構ハードルは高いようにも感じてます。皆さんも
同じでしょうか？？？

まずは、事務所の接客テーブルに設置してある飛沫防
止パネルの撤去から始めてみようと思います。

「脱マスク、皆さんはどうですか？」ごあいさつ

（当事務所ＨＰ）

母 父
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（亡母と同居）


